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＜パートナーシップ＞

☑
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☐

☑

☐

☐

☐

☑

前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指標」をそのまま
転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

環境

年齢を問わない中途採用の実施。
2021年3名採用。今後3年後までに5名追加
採用予定

社会

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など） 前期の指標に対する実績

年齢を問わない中途採用の実施により目標を達成した。
2022年5名、2023年8名中途採用合計13名
採用

（分野に☑）
三側面

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

環境
ドローンやICT取入れ生産性の向上、情報の共有

2020/4～2021/3　4.5％　2022/4～
2023/3　11.3％目標社会

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など） 前期の指標に対する実績

ドローンによる起工測量やICTによる機械施工から出来形・品質管理、納品
により生産性の向上及び人件費の削減の実施。

2023/3　15.0％向上

環境
顧客満足度の向上、汚染の予防(環境保護)、危険予知活動の推進(危険の
排除)環境関連法規を遵守し、環境保護に努める。

工事成績点を(R2年度)国工事80.3点、県工
事無、市工事85.4点から国工事80点、県工事
82点、市工事86点以上を維持又は目標として
発注者評定の向上を目指す。

社会

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など） 前期の指標に対する実績

顧客満足度の向上については、施工プロセスチェックを実施。汚染の予防
(環境保護)については、自家発電(ソーラー発電)によるカメラ、休憩所の設
置。危険予知活動の推進(危険の排除)については、リスクアセスメント表に
よる危険予知活動の実施。環境関連法規を遵守し、環境保護については、排
出ガス対策3次型重機の使用。

2023/4～2024/3　　15％向上

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、それ
ぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新時（3年後）の数値目
標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・サプライズチェーン全体の共存と規模・系列等を超えた新たな連携
・振興基準の遵守

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞
三側面

前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標
（分野に☑）

環境
ICT技術による生産性の向上、週休二日制の取入れ、建設キャリアアップシ
ステムの導入による働きがいを持って安心して働ける環境づくりに取り組
む。

ICTによる生産性の向上
2026年度20％アップ（2023年度比）、
週休二日制導入2023年度100％
建設キャリアアップ導入2023年度100％

社会

経済

環境
年齢を問わない中途採用の実施する。

中途採用の実施
2023年度　8名→2026年度　3名採用

社会
経済

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境
すべての従業員に会社の経費負担にて健康診断を受診させ、女性専用トイ
レ(快適トイレ)女性が働きやすい現場環境の提供、男性の育児休暇の取得
への取組みの実施する。

健康診断受診
2024年度99.8％→2027年100％、
女性専用(快適トイレ）の設置
2024年度100％→2027年度100％
男性育児休暇取得
2023年度100％→2026年100％

社会

経済

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新 事業者名 株式会社十五建設

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

人が快適な生活を送るために、必要不可欠な土木工事。
地域の人々を陰から支える、無くてはならない仕事です。施工活動による環境側面、危険源、遵守義務及び緊急事態に対するリ
スク及び機会を明確にし、取り組み、社会とともに成長する活力ある企業集団を目指します。


